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Overview 
 
CryptoGainの使い方は簡単！ 

 
Step 1: データをアップロードする  
取引所・サービスからダウンロードしたトレードデータ（通常はエクセルか CSV 
ファイル）をアップロードし、トレードデータのデータベースを作成します。 
 

 
Step 2: 分析して楽しむ! 
 
 
それぞれのステップをもう少し細かく見ていきましょう。 

 
その前に、アカウント設定をします。 
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アカウント設定 
アカウント設定が影響する項目 
 
ここでの設定は同一アカウントで作成されるすべてのポートフォリオに共通して反映され
ます。 
 
異なる設定をあるポートフォリオのみにしたい場合は新しいアカウントを作成することで
行えます。 
 
 
アカウント名 
すでに使われている名称でなければ自由につけることができます。 
あとで変更することもできます。 
プライバシーを重視する人は個人のアイデンティティと結びつくようなものは使わない方
が良いでしょう。 
 
 
Email（オプション） 
アカウントを作るためにメールアドレスは特に必要ありません。 
メールアドレスを登録しておくとアカウント名やパスワードを忘れた時に復元することが
できます。 
 
 
パスワード 
文字数などの制限はないので好きなパスワードを設定できます。 
安全かつ覚えやすいパスワードを設定する自由と責任はユーザーにあります。 
メールアドレスを登録していないとアカウント名やパスワードを忘れた時に復元できませ
ん。 
 
 
 
機能通貨 
経済活動を行う上で使用するメインの通貨を設定してください。 
例えば普段 80％は日本円を使っていて残りは USDというような状況の場合、機能通過は
おそらく日本円になります。 
なお、機能通貨の基本的な概念については IAS 21を参考にしています。 
 
 
表示通貨 
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CryptoGain 上、計算結果の表示に使う通貨を設定してください。 
多くの場合、機能通貨と同じものになります。 
なお、表示通貨の基本的な概念については IAS 21を参考にしています。 
 
 
タイムゾーン 
ユーザーのタイムゾーンの設定をしてください。 
 
 
期末日 
計算期間の期末日を設定してください。 
会計的には決算日や貸借対照表日などと言ったりします。  
 
 
言語 
現在 CryptoGainは日本語と英語に対応しています。 
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Step 1: データをアップロード
する 
トレードデータの入手方法 
 
まずはトレードデータを普段使う取引所やサービスからダウンロードします。 
 
CryptoGainが現在対応している取引所・サービス 
CryptoGainが対応している取引所・サービスについてはダウンロードしたファイルを
CryptoGainにアップロードすると自動的に認識されます。 
 
取引所・サービスからデータをダウンロードする方法 
 
CryptoGainが現時点で未対応の取引所・サービス 
CryptoGainが現時点で未対応の取引所・サービスについては CryptoGainの標準テンプレ
ートを使うことでトレードデータをアップロードできます。 
 
標準テンプレートの使い方 
 
 
取引数が少ない場合は CryptoGainに取引データを手入力することもできます。 
 
 

トレードデータのアップロード方法 
 
CryptoGainが現在対応している取引所・サービス 
 

1. 左のサイドバーから“Upload Data” を選択します。 
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2. データをアップロードしたい取引所・サービスをクリックします。 
 

 
3. アップロードしたいファイルをクリックします。 

 
 過去にデータをアップロードしたことがあるファイルについては枠が青くハイライ

トされます。 
 

ファイルをアップデートした最後の日付と直近の取引を確認することができます。 
 

過去にアップロードしたファイルを消去したい場合は“Reset”をクリックします。 
 

Commented [KK1]: Add how to delete data 
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4. アップロードしたファイルをドラッグドロップすると CryptoGainは自動的にファ
イルを認識します。 

 
5. ファイルにエラーがある場合や、間違ったファイルをアップロードしようとしてい
る場合はエラーが出ます。 

 
6. アップロードしたくないデータは“x”をクリックして削除します。 

 
 
オプション設定  
 
アップロード・モード 
追加 – このモードではアップロードしようとしている取引と過去にアップロードした取引
を比較し、新たな取引があった場合、新たな取引のみを追加します。過去にアップロード
しているデータは削除されないのでほとんどの場合、このモードが便利だと思われます。 
 
オーバーライド – このモードでは過去にアップロードしているデータはアップロードしよ
うとしているデータによって置き換えられます。このモードは最初からやり直したい場合
などに便利です。既存のデータに新たに発生した取引だけを追加したい場合は"追加" モー
ドがオススメです。 
 
 
データのタイムゾーン 
ほとんど場合、この設定はデフォルトのままで大丈夫です。もしタイムスタンプのタイム
ゾーンが判明している場合、この設定を変更することで CryptoGainに正しくデータを認
識させることができます。 
 
 

7. “アップロード” をクリックします。 
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 ファイルが問題なくアップロードされていることを確認したら、画面下の “閉じ
る” 、あるいは画面上の “X” をクリックします。  
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CryptoGainが現時点で未対応の取引所・サービス 
 
CryptoGainが現時点で未対応の取引所・サービスについては CryptoGainの標準テンプレ
ートを使うことでトレードデータをアップロードできます。 
 
標準テンプレートの使い方 
 

 
 

1. 標準テンプレートの準備はできたら “+ Add” のアイコンをクリックし、新しい取引
所・サービスを追加するか、過去に作成した取引所・サービスにデータを追加した
い場合は、その取引所・サービスをクリックします。 
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2. アップロードしたいファイルをドラッグドロップすると CryptoGainは自動的にフ
ァイルを認識します。 

 
 エラーメッセージが出る場合は標準テンプレートが正しく作成できているか確認し

てください。 
 

3. CryptoGainに正しくデータを反映するために次の項目を設定する必要があります。 
 

取引所・サービスの名称: アップロードしようとしているデータがどの取引所・サー
ビスのものか、わかりやすい名称をつけます。  

 
データのタイムゾーン: タイムスタンプのタイムゾーンを設定します。 

 
 
オプション設定  
 
アップロード・モード 
追加 – このモードではアップロードしようとしている取引と過去にアップロードした取引
を比較し、新たな取引があった場合、新たな取引のみを追加します。過去にアップロード
しているデータは削除されないのでほとんどの場合、このモードが便利だと思われます。 
 
オーバーライド – このモードでは過去にアップロードしているデータはアップロードしよ
うとしているデータによって置き換えられます。このモードは最初からやり直したい場合
などに便利です。既存のデータに新たに発生した取引だけを追加したい場合は"追加" モー
ドがオススメです。 
 
 

4. “アップロード” をクリックします 
 

ファイルが問題なくアップロードされていることを確認したら、画面下の “閉じ
る” 、あるいは画面上の “X” をクリックします。 
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CryptoGainに取引を手入力する 
 
取引数が少ない場合や、使っている取引所・サービスから取引データをダウンロードでき
ない場合、取引を CryptoGainに手入力することもできます。 
 

 
 
 

1. “+ Add” のアイコンをクリックし、新しい取引を入力します。 
 
一度取引を手入力すると “+ Add” アイコンの隣に新たなアイコンが登場します。 
 
この新たに登場するアイコンをクリックすることで、過去に手入力した取引を確認・編集
することができます。 
 

 
2. 取引を手入力するには次の項目を入力していきます。 
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取引の種類 
 

1. 取引所における売買を入力する場合: 
 

Buy: 購入取引を入力する場合に選択します 
  

Sell: 売却取引を入力する場合に選択します 
 
 

2. クリプトによる商品やサービスの購入あるいは売却を入力する場合: 
 

Receive: 商品やサービスの対価としてクリプトを受け取っている場合に選択します 
 

Pay: 商品やサービスの対価としてクリプトを支払っている場合に選択します 
 
 
ラベル 
取引を将来識別できるように固有のラベルをつけましょう。 
例：取引所名、サービス名、店舗名、など 
 
 
日時 
取引日時を入力します。 
 
 
タイムゾーン 
タイムゾーンを設定します。 
 
 
主軸通貨  
主軸通貨を入力します。 
 
Sell取引で売却した通貨、Buy取引で購入した通貨、Receive取引で受け取った通貨、Pay
取引で支払った通貨が主軸通貨になります。  
 
これはクリプト、あるいは法定通貨になります。 
 
 
決済通貨 
決済通貨を入力します。 
 
これはクリプト、あるいは法定通貨になります。 
 

Commented [KK2]: Add airdrop mining etc 
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数量  
取引された主軸通貨の数量を入力します。 
 
例：2 ETH を 0.2 BTC で購入した場合、数量は 2 ETH になります。 
この場合、入力するのは 2になります。 
 
 
価格  
主軸通貨の単位あたりの価格を決済通貨で入力します。 
 
例：2 ETH を 0.2 BTC で購入した場合、価格は 0.1 BTCになります。 
この場合、入力するのは 0.1になります。 
 
 
手数料通貨  
手数料通貨を入力する。 
 
これはクリプト、あるいは法定通貨になります。 
 
 
手数料 金額 
取引手数料を入力します。 
 
正の値として入力してください。  
 
実態としてマイナスの手数料（手数料を払っているのではなく、実際にはリベートを受け
取っている）の場合、マイナスの手数料として入力するのではなく、リベートとして入力
してください。 
 
 
リベート通貨 
リベート通貨を入力します。 
 
これはクリプト、あるいは法定通貨になります。 
 
 
リベート金額  
取引においてリベートを受け取っている場合、リベートの金額を入力します。 
 
正の値として入力してください。 
 
 

3. “登録” をクリックします。 
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取引が問題なく登録されたことを確認したら、画面下の “閉じる” 、あるいは画面上
の “X” をクリックします。 

 
4. 続けて別の取引を入力したい場合は “+ Add New” をクリックします。 
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データを編集する 
 
取引データのアップロードが終わると CryptoGainはすべての取引を一つのデータベース
に集約します。 
 
次のステップではデータベースにエラーがないか確認し、エラーがある場合は解消してい
きます。 
 

 
 

1. 左のサイドバーにある “Edit Data” をクリックします。 
 

2. エラーサマリーを確認することでデータベースに存在するエラーを一覧することが
できます。  

 
エラーがない場合はこのステップはスキップして損益の分析を始められます！ 
 
しかし、ほとんどの場合、エラーが発生している可能性が高いので対応が必要です。 
 
 
よくあるエラーはどんなものか？ 
 
ほとんどのエラーは “残高不足” エラーです。 
 
アップロードした取引データに抜けがあった場合、高い確率で “残高不足” エラーが発生し
ます。 
 
例えば、最初に行ったクリプトのトレードが友人から直接 BTCを買った取引だったとしま
す。 
 
購入した BTCはあなたウォレットに送金され、あなたはそれを取引所に送り、ETH 
に交換したとします。 
 
取引所からダウンロードした取引データには BTCから ETHに交換した取引は載ります
が、最初の BTCを買った取引は当然ながら載りません。 
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取引所からダウンロードしたデータだけを CryptoGainにアップロードした場合、
CryptoGainは BTCを ETHに交換したことは認識しますが、元々の BTCの出所がわから
ないため、“残高不足エラー” となってしまいます。 
 
“残高不足エラー” がある場合、どうすれば良いか？ 
 
取れるアクションは 3つです： 
  

1. 推奨：抜けている取引をアップロード、あるいは手入力する  
 

2. 簡便的な方法：取得原価をゼロとみなして損益を計算するため簡便的ではあるもの
の、利益の過大計上になる可能性が高い 

 
3. 無視する：誤った計算結果となり、利益の過少計上になる可能性が高いため推奨さ
れない 

 
 
推奨されるアクション  
 
抜けている取引をアップロードあるいは手入力することが推奨されるアクションになりま
す。 
 
上記の例でいえば、左のサイドバーの “Upload Data” をクリックし、最初の BTC購入取引
を手入力します。 
 
複数の取引をまとめてアップロードしたい場合は標準テンプレートを使うのが便利です。 
 
 
簡便的な方法（使用する際は注意が必要） 
 
取引数が多かったり、データのダウンロードができない取引所・サービスを利用したりし
ている場合、抜けている取引を一つずつ手入力するのは大変な作業になります。 
 
“残高不足エラー” が発生している取引について、取得原価をゼロとみなして損益を計算す
るという簡便法を CryptoGainでは用意しました。 
 
上記の例でいえば ETHの対価として売却した BTCの取得原価をゼロとみなすことになり
ます。 
 
その結果、計算される利益は取得した ETHの時価、全額になってしまいます。 
 
このように簡便法を使った場合、利益の過大計上が起きる可能性が高いため、注意が必要
です。 
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簡便法を使用して算出した計算結果を税務申告で利用した場合、税金を多く払うことにな
ってしまう可能性があります。 
 
 
 
推奨されないアクション 
 
エラーを無視した場合でも CryptoGainはエラーが発生している取引は計算上無視するこ
とで一応の計算結果を算出することはできます。 
 
当然ながら、この計算結果は正確ではなく、数字としては無意味なものになります。 
 
正確な計算結果を算出したい場合、結局は推奨される方法により、抜けている取引をアッ
プロード、あるいは手入力するしかありません。 
 
 
 
アップロードした取引にエラーを発見した場合どうすれば良
いか？ 
 
アップロードした取引にエラーを発見した場合、その取引をクリックすれば直接編集する
ことができます。  
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Step 2: 分析する 
 
取引データをアップロードし、エラー対応も終わるといよいよ分析をすることができま
す！ 
  
CryptoGainにはトレードを分析するためのツールが 3つあります。 
 

1. Gain Analyzer: クリプトの売買損益を計算 
 

2. Portfolio Analyzer: クリプト・ポートフォリオ残高を分析 
 

3. Performance Analyzer: クリプト・ポートフォリオのパフォーマンスを分析 
 
これらのツールは左のサイドバーからアクセスすることができます。 
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Gain Analyzer 
 
Gain Analyzer（クリプトゲイン計算機）を使ってクリプトの売買損益を計算できます。 
 

 
 
3つの設定を自由に変更することで計算結果を比べることができます： 
 

1. 原価計算方法 
 

2. 損益の認識タイミング 
 

3. タイム・スライサー  
 
原価計算方法 
 
4つの原価計算方法から選べます。 
 

1. 移動平均法: クリプトの受入時点での平均単価を随時計算し、払出し単価（原価）と
する方法です。 
計算式： 
移動平均単価＝（受入前クリプトの評価額＋今回受入金額）/（受入前クリプト数量
＋今回受入数量） 
期末クリプト額＝期末クリプト数量 x 直近で算出された移動平均単価 

 
2. 総平均法: 会計期間の平均購入単価を持って、原価、期末クリプトの評価額とする方
法です。 
計算式： 
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期末クリプト額＝（期首クリプト額＋期中取得クリプト額）/（期首クリプト数量＋
期中取得クリプト数量）x 期末クリプト数量 
 

 
3. 先入先出法 (FIFO): 先に取得したものから順に払い出されると仮定して、クリプトの
取得原価を払出し原価と期末クリプト額に配分する方法です。 
価格の上昇局面においては、相対的に安い単価によって払出し原価が算定されるた
め、後入先出方に比べるとトレード利益が高く計算される傾向があります。 
価格の下落局面においては逆の現象となります。 

 
4. 後入先出法 (LIFO): 後に取得したものから順に払い出されると仮定して、クリプトの
取得原価を払出し原価と期末クリプト額に配分する方法です。 
価格の上昇局面においては、相対的に高い単価によって払出し原価が算定されるた
め、先入先出法に比べるとトレード利益が低く計算される傾向があります。 
価格の下落局面においては逆の現象となります。 
 

 
一般的な財務会計のルールとして、一度財務報告用に選択した計算方法は継続適用が原則
となります。 
 
 
損益の認識タイミング 
 
2つの異なる方法から選べます。 
 

1. 即時認識: クリプトから法定通貨へのトレードだけでなく、クリプトからクリプトへ
のトレードからも損益を認識させます 

 
2. 損益繰延: クリプトから法定通貨へのトレードからのみ損益を認識させます。 

 
クリプトからクリプトへのトレードでは損益は発生せず、法定通貨に交換するまで繰延ら
れます。 
 
 
タイム・スライサー 
 
タイム・スライサーを使って計算期間を設定できます。 
 

1. YTD (Year-To-Date): 期首から現時点までの損益を計算します。期末日はユーザー設
定画面で設定できます。 

 
2. 全期間: 最も古い取引時点から現時点までの損益を計算します。 

 
3. 詳細設定: カレンダーから計算期間を設定できます。 
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計算結果の解釈方法 
 

 
 
実現損益 
 
ここで表示される金額はタイム・スライサーで設定した計算期間に対応する実現損益で
す。 
“損益の認識タイミング”で“即時認識”を選択している場合、実現損益にはクリプトから法定
通貨へのトレードだけでなく、クリプトからクリプトへのトレードから発生した損益も含
まれます。 
“損益繰延”を選択している場合、実現損益にはクリプトから法定通貨へのトレードから発
生した損益が含められます。 
 
 
 
未実現損益  
 
ここで表示される金額はタイム・スライサーで設定した計算期間の末日における未実現損
益です。 
この金額は計算期間の末日に保有するクリプト残高の市場価格と原価との差額として計算
されます。 
 
 
生涯合計 実現 + 未実現 
 
ここで表示される金額は生涯実現損益と計算期間の末日における未実現損益の合計です。 
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過年度損益と勝ち組、負け組 
 
過年度損益のグラフは過去の会計年度の損益結果は表しています。 
勝ち組、負け組のグラフは計算期間における損益への貢献度をクリプトと取引所・サービ
スごとに分解しています。 
 
 

 
 
未実現損益（詳細） 
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このセクションではタイム・スライサーで設定した計算期間の末日時点のクリプト残高の
原価と市場価格を表示しています。 
 
“未実現損益”の金額は次の式によって計算されます。 
 
市場価格 – 原価 = 未実現損益 
 
 
データダンプ 
 
データダンプ・ファイルはバックアップや分析目的でダウンロードできます。 
全データベースをダウンロードしたい場合、一番簡単な方法は： 
 

1. タイム・スラーサーで“全期間”を選択 
 

2. ダウンロードをクリック 
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Portfolio Analyzer 
 
Portfolio Analyzerを使ってクリプトのポートフォリオ残高を分析できます。 
 

 
 
クリプトの保有残高とポートフォリオの市場価格を把握するには Portfolio Analyzerが便利
です。 
 
Portfolio Analyzerは過去の残高も記録してくれるので過去にどのようなポートフォリオを
持っていたかを確認することができます。 
 
過去のポートフォリオを確認するにはタイム・スライサーの終わり時点を確認したい日付
に設定します（例：2017年の 3月 31日時点の残高を確認したい場合はタイムスライサー
の終わりの日付を 2017年 3月 31日に設定する）。 
 
Portfolio Analyzerの残高は 2種類の方法で更新することができます： 
 

1. 手動で更新 する 
 

2. Gain Analyzerと連動させる 
 
 
手動で残高を更新する 
 
このモードでは好きな時にクリプトの残高を手動で更新していきます。 
Gain Analyzerとは連動しないので残高がツール間で異なるということもあり得ます。 
クリプトの残高を簡単に把握するという目的にはぴったりのモードです。 
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連動モードに繰り替えたとしても手動モードで入力したデータは保存されるのでいつでも
モードの切り替えができます。 
 
手動モードにいながら Gain Analyzerの残高に簡単に合わせることもできます。 
 
このやり方は次のセクションで説明します (“Portfolio Analyzerの残高を Gain Analyzerの
残高に合わせる”を参照)。  
 

1. クリプト残高の更新は以下の項目を入力することで行います: 
 

  
 
 
取引の種類  
残高を増やしたい場合は“追加”を選択します。 
 
残高を減らしたい場合は“減少”を選択します。 
 
あるクリプトを Portfolio Analyzerから完全に削除したい場合は“削除”をクリックします。 
 
 
 
コイン  
新たなコインをポートフォリオに追加する場合は追加したいコインを選択します。 
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数量  
追加あるいは減少させたい数量を入力します。 
 
 
価格  
現時点の市場価格が自動入力されます。 
任意の金額に設定することもできます。 
数量と取引金額合計を入力すると価格はそれに応じて決定されます。 
 
 
取引金額合計 
取引金額合計は数量と価格の積として計算されます。 
あるいは、数量と取引金額合計を入力することで価格を逆算することもできます。 
 
 
日時  
現時点の日時が自動入力されます。 
任意の日時に設定することもできます。 
 
 

2. 全ての項目の入力が終わり、入力内容に問題がないことを確認したら画面下の“追
加”（減少させる場合は“減少”）ボタンをクリックします。 

 
変更はせずに入力画面を閉じたい場合は“戻る”あるいは画面上の“x”をクリックします。 
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Portfolio Analyzerの残高を Gain Analyzerの残高に合わせる 
 
手動モードで Portfolio Analyzerを使いながらも Gain Analyzerの残高に簡単に合わせるこ
とができます。 
 

 
 
 
カラム I は Gain Analyzer の残高を表示しています。 
カラム II は Portfolio Analyzer の残高を表示しています。 
 

1. “adjust to xxx” をクリックして Portfolio Analyzer の残高を Gain Analyzer の残高に
合わせます。 

 
あるいは、数量をクリックし任意の数量を入力することもできます。 

 
 変更を取り消したい場合は“undo” をクリックします。 

 
 

2. 数量の調整が終わったら “調整を反映する” をクリックします。 
 
 
ここでの調整は Portfolio Analyzer の残高にしか影響がないため Gain Analyzer の損益計算
には影響しません。 
 
 
上の方法は Portfolio Analyzer の残高を Crypto Gain Analyzer の残高に合わせる方法でし
た。 
 
逆に、Gain Analyzer の残高を Portfolio Analyzer の残高に合わせたい場合はどうすればい
いのでしょうか？ 
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このパターンはちょっと複雑ですが、方法はあります。 
 
次のセクションで説明します。 
 
 
Gain Analyzerの残高を Portfolio Analyzerの残高に合わせる 
 
Gain Analyzer の残高を Portfolio Analyzer の残高に合わせたい場合はどうすればいいので
しょうか？  
 
このパターンはちょっと複雑です。 
 
推奨される方法としては、全ての取引をアップロードしているか再確認してください。 
 
微調整は “Manage Data” 機能の中の “Upload Data” を使って取引を手入力するとこで行え
ます。 
 
全てのエラーを"Edit data"を使って解消する必要があります。 
 
上記の手順をスキップしたい人のために、一応の簡便法は用意しました。 
 
しかし、この簡便法を使うときは注意が必要です。 
 
簡便法を使うと Gain Analyzer と Performance Analyzerの計算結果に影響する可能性があ
ります。 
 
 
 
簡便法の仕組について 
 
残高を増やす調整：  
 

1. 設定した価格によってクリプトを取得した取引が生成されます。  
 

2. 調整に必要な数量は自動入力されますが、自由に変更することができます。 
 

3. 価格は次のいずれかを選択できます：ゼロ、Gain Analyzerに基づく原価、仕訳反映
日の市場価格 
 
数量 x 価格 によってもとめられる合計がクリプト残高に加えられます。 

 
4. 入力する調整仕訳を Gain Analyzer上、利益として認識するかどうかを選択しま
す。  
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5. 調整仕訳を反映する日付を設定します。 
 
 
残高を減らす調整：  
 

1. Gain Analyzerに基づく原価によってクリプトを除却する取引が生成されます。  
 

2. 調整に必要な数量は自動入力されますが、自由に変更することができます。 
 

3. 数量 x 原価 によってもとめられる合計がクリプト残高から減額されます。 
 

4. 入力する調整仕訳を Gain Analyzer 上、損失として認識するかどうかを選択しま
す。 

 
5. 調整仕訳を反映する日付を設定します。 

 
 
調整仕訳の確認： 
 
調整仕訳サマリーで準備した調整仕訳を確認します。 
 
調整仕訳に問題がないことを確認したら“調整仕訳を反映”をクリックし、Gain Analyzer に
仕訳を反映します。 
 
一度反映した調整仕訳は他の取引と同様、“Manage Data” の中の "Edit Data" から修正す
ることができます。 
 
調整仕訳は“Upload Method” 欄を“Quick Fix” でフィルターすることで検索することができ
ます。  
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Performance Analyzer 
 
Performance Analyzerを使ってクリプト・ポートフォリオのパフォーマンスを分析できま
す。 
 

 
 
ポートフォリオのパフォーマンスを評価するときは比較対象が必要になります。 
 
リターンを計算しただけでは投資成績がよかったのか悪かったのかを判断することはでき
ません。 
 
例えば次のようなケースを想像してみてください。 
 
あなたのポートフォリオのリターンは一年で 10％でした。 
 
一見、好成績に見えますが同じ期間の BTCのリターンが 20％だった場合はどうでしょ
う？ 
 
その場合、あなたのポートフォリオは BTCのリターンを 10％下回ったことになり、BTC
を単純に保有していた方がリターンは高かったということになります。 
 
したがって、ポートフォリオのパフォーマンスを評価するときはベンチマークとの比較が
必要になるのです。  
 
Performance Analyzer を使って、自分のポートフォリオのパフォーマンスをいくつかのベ
ンチマークと比較することができます。 
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1. あなたのポートフォリオのパフォーマンスをどの残高を使って計算するか選択しま
す。 

 
2. 比較対象とするベンチマークを選択します。 
自分の他のポートフォリオをベンチマークにすることもできます。 

 
3. 計算期間はタイム・スライサーを使って設定します。 
ランキングを得るためにはポートフォリオの存続期間が最低でも 3ヶ月は必要で
す。 

 
計算結果はタブを切り替えることで月ごと、あるいは累積で比較することができます。  
 
表形式で複数のポートフォリオのパフォーマンスを比べることができます。 
 
 

 
 
 

1. 計算期間はタイム・スライサーを使って設定します。 
 

2. 比べたいベンチマークを選択します。 
 
 
 
指標の意味 
 
Return:計算期間における残高の増減額を計算期間の始まりにおける残高によって除すこと
によって求められる増減率 
計算式：(P1 – P0) / P0 
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P0 = 計算期間の始まりにおける残高 
P1 = 計算期間の終わりにおける残高 
 
ポートフォリオの Returnを計算する際には法定通貨が関係する取引によるポートフォリオ
残高への影響を排除するために、計算期間中の法定通貨が関係する取引はなかったものと
して Returnを計算しています。 
 
Alpha: 
ポートフォリオのリターンがベンチマークのリターンをどれくらい上回ったかを示す指標
です。 
アルファが 1の場合、ポートフォリオのリターンはベンチマークのリターンを 1％上回っ
ていることを意味します。 
基本的にはアルファが高いほど、リターンが大きかったことを意味します。 
 
Beta: 
ポートフォリオのボラティリティとベンチマークのボラティリティとの関係性を示した指
標です。 
ベータが 1.1の場合、ポートフォリオのボラティリティはベンチマークのボラティリティ
を 10％上回っていることを意味します。 
ボラティリティが高いと一般的にはリスクが高いと考えられますので、基本的には Betaが
高いほど、リスクが大きかったことを意味します。 
 
Sharpe Ratio: 
ポートフォリオのリターンとポートフォリオのリスクとの関係性を示した指標です。 
シャープレシオはリスクあたりの超過リターンを表すため、数値が高いほど取ったリスク
に対するリターンが大きかったことを意味します。 
 


